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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

溶媒抽出と抽出クロマトグラフィを組み合わせた、廃棄物発生

量が少なく、安全性・経済性に優れた実用性に富む3価マイナーア

クチニド（MA(III)：Am, Cm）の分離回収技術を開発する。高濃度

のリン酸トリブチル（TBP）抽出剤と遠心抽出器を用いて、TBP濃

度の制御を行うとともに、圧力損失を低減させた吸着剤を開発す

ることで、MA(III)/3価ランタノイド（Ln(III)）共抽出プロセス

に低圧損抽出クロマトグラフィによるLn(III)分離を組み合わせ

たハイブリッドMA(III)分離法を構築し、溶媒抽出と抽出クロマ

トグラフィ両方の利点を活用した高い安全性・経済性を有する実

用的なプロセスを提示する。また、これまでに提案されてきた溶

媒抽出法または抽出クロマトグラフィ法のみからなるプロセス

と比較して、優位性があることを定量的に示すことを目的とし

て、以下の研究開発を行う。 

１）配位子数制御型溶媒抽出を用いたMA(III)+Ln(III)回収プ

ロセスの開発 

２）重力駆動型抽出クロマトグラフィによるMA(III)/Ln(III)

分離プロセスの開発 

２．総合評価 
Ａ 

・溶媒抽出と抽出クロマトグラフィのよいところを組み合わせる

ことで、個々で行うよりも経済性や省力化が図られる見込みが得

られたことは評価ができる。 

・一方で、抽出クロマトグラフィに関しては、小規模試験でのデー

タでは限界があると思われることから、大型の装置で実験を行う

など、実用化に向けて着実に検討を進めて欲しい。 

 

 

 



Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


